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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第83期
第２四半期
連結累計期間

第84期
第２四半期
連結累計期間

第83期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 33,311 35,507 67,794

経常利益 (百万円) 690 1,424 1,934

四半期(当期)純利益 (百万円) 119 867 982

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 247 2,624 2,782

純資産額 (百万円) 37,926 42,542 40,109

総資産額 (百万円) 74,433 77,808 78,372

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 5.95 43.06 48.81

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 49.4 52.7 49.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,291 3,487 6,471

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,807 △1,023 △2,484

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,467 △1,710 △2,919

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 5,623 7,983 6,901

　

回次
第83期
第２四半期
連結会計期間

第84期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 0.81 11.83

(注)　１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

      ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ３ 第83期第２四半期連結累計期間および第83期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第84期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は次のとおりであります。

前連結会計年度末において当社の連結子会社であった梧州荒川化学工業有限公司は、当社の連結子会社

である広西梧州荒川化学工業有限公司に吸収合併されたため、消滅いたしました。

　

なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４

 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」の「４．報

告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の概況

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、米国を中心とする先進国では回復の兆しが見え始めたもの

の、中国をはじめとする新興国の景気減速により、弱い成長に留まりました。一方、国内経済はデフレ

脱却に向けた金融緩和政策に期待が寄せられ、株高・円安が進み、個人消費や輸出・生産の増加、輸出

採算の改善などの兆候がみられましたが、円安・原油高によるコスト上昇が製造業・素材業種の懸念要

因となっております。

　このような環境のもと、当社グループにおきましては、今年度よりスタートしました第３次中期経営

計画の方針に沿った重点施策を進め、中国などのアジア地域ならびに欧州における事業拡大や、事業開

発の促進に注力してまいりました。また、ロジンをはじめとする原材料価格の上昇が、収益圧迫の要因

となっており、製品価格の改定や、経費削減に努めております。そのような状況下、海外での収益拡大

が寄与し、利益面では前年同期を上回りました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は355億７百万円（前年同期比6.6％増）、営業利益は

11億34百万円（同47.0％増）、経常利益は為替差益の影響もあり、14億24百万円（同106.3％増）、四

半期純利益は８億67百万円（同623.3％増）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。なお、セグメント区分の売上高はセグメント間の内部売

上高を含んでおりません。

 

①　製紙薬品事業

国内製紙業界は、印刷・情報用紙や段ボール原紙など板紙の生産が堅調に推移しました。このよう

な環境のもと、当事業におきましては、国内販売は堅調に推移しました。利益面では中国を中心とし

たアジア地域における拡販が寄与し、増益となりました。

　その結果、売上高は96億49百万円(前年同期比9.8％増)、セグメント利益は５億21百万円(同22.6％

増)となりました。

②　化成品事業

国内の印刷インキや粘着・接着剤業界は、出版・広告分野などで低迷が続きましたが、包装分野は

堅調に推移しました。このような環境のもと、当事業におきましては、印刷インキ用樹脂の販売が堅

調に推移しました。また、粘着・接着剤用樹脂が欧州、アジア地域で伸張し、売上高は195億67百万

円(前年同期比6.9％増)となりました。セグメント利益は、原材料価格上昇による収益圧迫もありま

すが、超淡色ロジン製造設備の減価償却費減少や円安効果等により、５億80百万円(同363.2％増)と

なりました。
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③　電子材料事業

電子工業業界は、薄型テレビやノートパソコンの需要低迷が続くなか、スマートフォンが好調に推

移しました。このような環境のもと、当事業におきましては、タブレット端末への移行により、ノー

トパソコン向けの製品が振るわない一方で、スマートフォン関連用途向け光硬化型樹脂、電子材料用

配合製品は堅調に推移し、売上高は61億44百万円(前年同期比1.2％増）、セグメント利益は前年同期

の損失から黒字転換し20百万円(前年同期はセグメント損失２百万円)となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ５億63百万円減少し、778

億８百万円となりました。主な要因は、現金及び預金が10億81百万円増加したものの、受取手形及び売

掛金が20億74百万円減少したことによります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ29億96百万円減少し、352億66百万円となりました。主な要因は、

支払手形及び買掛金が13億87百万円、短期借入金が６億19百万円減少したことによります。

　純資産は、利益剰余金および為替換算調整勘定等が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ24

億33百万円増加し、425億42百万円となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ10億81百万円

増加し、79億83百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、34億87百万円の増加となりました。これは、税金等調整前四

半期純利益（14億19百万円）、減価償却費（14億23百万円）、売上債権の減少（28億47百万円）および

たな卸資産の減少（11億55百万円）などにより資金が増加した一方、仕入債務の減少（17億46百万円）

などにより資金が減少した結果であります。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、10億23百万円の減少となりました。これは、固定資産の取得

による支出（10億73百万円）が主なものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、17億10百万円の減少となりました。これは、借入金の減少

（15億６百万円）および配当金の支払（２億31百万円）が主なものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

問題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は13億86百万円であります。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

経営成績に重要な影響を与えると推測される要因は、事業等のリスクに記載したとおりであります。

各リスクに対しては、影響を最小限に抑えられるように、発生の可能性や結果の重大性に応じた対策を

講じてまいります。

平成25年４月にスタートしました第３次中期経営計画では、創業140周年（平成28年）に向け、グ

ループ経営理念を共有した社員が躍動するアジア企業を目指します。さらに、2020年（平成32年）に

は、アジアから真のグローバル企業へと、グローバルで戦える企業集団となることを目指します。

なお、第３次中計においては、平成27年度の連結売上高800億円、連結営業利益40億円、連結経常利

益40億円、連結当期純利益24億円を目標としております。
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(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社は、グローバルに事業展開を推進する荒川化学グループ全体で、共有すべきグループ経営理念と

して「個性を伸ばし 技術とサービスで みんなの夢を実現する」を掲げております。また、第３次中期

経営計画のスタートにあたり、新たなビジョンとして「つなぐを化学する SPECIALITY CHEMICAL

PARTNER」を掲げました。「つなぐを化学する」とは、当社の事業領域を表しており、当社の製品は材

料の表面や隙間に存在し、機能を付与しています。私たちは、このような製品を通して、取引先はもと

より、グループ社員、社会とのつながりを大切にする「SPECIALITY CHEMICAL PARTNER」を目指すこと

を基本方針としております。

　この基本方針を具体的に実現するため、国内外の生産・販売拠点および関係会社の整備と拡充をはか

り、全社をあげて経営基盤の充実と企業体質の強化に取り組み、同時に法令遵守、環境保護、社会貢献

などの社会的責任を果すことに努め、事業の発展を目指しております。

　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析に関しての課題は、当社グループが永続的

に付加価値を生み出し、安定的かつ健全な成長を遂げていくことであると認識しております。そのため

の当面の目標は、第３次中期経営計画に掲げた施策を実行することであります。

　第３次中計の基本方針として、「グローバルに通用する経営基盤を構築する」ことを目指し、次の４

項目を掲げ、重点的に取り組みます。

①　グローバル化の加速

製紙薬品事業と化成品事業は、アジアを中心に製造・販売拠点を整備するとともに、グローバルブ

ランドの育成を進めます。電子材料事業では、電子製品の生産拠点となっている中国、台湾、韓国に

おける販売を強化します。

②　日本事業の再構築

日本での市場シュリンクが見込まれる製紙・印刷分野では、事業戦略の見直し、生産拠点の再編を

進め、コア事業として収益を確保できる体制を構築します。一方、第２次中計で生産能力を増強した

光硬化型樹脂や超淡色ロジンなどの高付加価値商品については、日本を含めたグローバル市場での拡

販を目指します。

③　グローバルガバナンス体制の強化

グローバルで事業を拡大させるためには、全てのステークホルダーから信頼される企業となること

が必須であり、増加する海外関係会社のガバナンス体制を強化します。また、ますます加速する環境

変化に対応するため、経営資源をグローバルでスムーズに運用できる体制を構築します。

④　事業開発の促進

当社グループの事業領域は、物の表面や隙間に存在することで機能を付与するという、「つなぐ」

技術をベースにしています。この事業領域をさらに拡大させるため、「つなぐを化学する」をキー

ワードに、新規用途・新分野開拓のための開発を促進します。

 

今回の第３次中計は期間を３ヵ年と設定し、第２次中計で積極的に投資し築いた事業基盤をもとに、

キャッチフレーズ「グローバル１４０」を共通認識として一層グローバル化を加速させ、「アジアを中

心に活躍できる企業」へと成長することを目指します。さらに、７年後の2020年（平成32年）には「真

のグローバル企業」となることを見据え、長期的な視点も加えた成長戦略を実行、実現してまいりま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 52,800,000

計 52,800,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,150,400 20,150,400
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 20,150,400 20,150,400 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年９月30日 ― 20,150,400 ― 3,128 ― 3,350
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(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

荒川化学従業員持株会 大阪市中央区平野町１丁目３－７ 1,176 5.84

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 1,148 5.70

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 940 4.67

荒川 壽正 兵庫県西宮市 595 2.95

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 506 2.51

三菱化学株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目１－１ 406 2.02

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 397 1.97

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１－２ 396 1.97

荒川 彦二 大阪府豊中市 380 1.89

CBNY DFA INTL SMALL CAP
VALUE PORTFOLIO（ 常 任 代 理
人　シティバンク銀行株式会
社）

388 GREENWICH STREET, NY, NY 10013,
USA
（東京都品川区東品川２丁目３－１４）

357 1.77

計 ― 6,304 31.28

(注)　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社と日本マスタートラスト信託銀行株式会社が所有する株式は、信

託業務に係るものであります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 12,000

― ―

完全議決権株式(その他)
　

普通株式 20,092,400 200,924 ―

単元未満株式
　

普通株式 46,000 ― ―

発行済株式総数 20,150,400 ― ―

総株主の議決権 ― 200,924 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が400株(議決権４個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式14株が含まれております。

　

② 【自己株式等】
平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
荒川化学工業㈱

大阪市中央区平野町１丁目
３番７号

12,000 ― 12,000 0.06

計 ― 12,000 ― 12,000 0.06

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,993 8,075

受取手形及び売掛金
※ 27,121 25,047

商品及び製品 7,216 7,088

仕掛品 907 961

原材料及び貯蔵品 6,862 6,381

繰延税金資産 778 618

その他 886 1,203

貸倒引当金 △131 △147

流動資産合計 50,636 49,229

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,123 8,092

機械装置及び運搬具（純額） 7,907 8,152

土地 4,710 4,775

建設仮勘定 286 270

その他（純額） 353 333

有形固定資産合計 21,381 21,624

無形固定資産

のれん 162 150

その他 615 603

無形固定資産合計 777 753

投資その他の資産

投資有価証券 4,783 5,411

繰延税金資産 217 213

その他 580 582

貸倒引当金 △4 △7

投資その他の資産合計 5,577 6,200

固定資産合計 27,735 28,579

資産合計 78,372 77,808
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 12,478 11,090

短期借入金 11,581 10,962

1年内償還予定の社債 5,000 5,000

未払法人税等 288 209

未払消費税等 329 66

賞与引当金 870 923

役員賞与引当金 38 18

修繕引当金 113 14

設備関係支払手形
※ 43 56

その他 3,081 2,573

流動負債合計 33,825 30,916

固定負債

長期借入金 1,825 1,553

繰延税金負債 470 760

退職給付引当金 1,783 1,626

修繕引当金 － 12

資産除去債務 86 87

その他 270 310

固定負債合計 4,437 4,349

負債合計 38,262 35,266

純資産の部

株主資本

資本金 3,128 3,128

資本剰余金 3,350 3,350

利益剰余金 31,585 32,220

自己株式 △11 △11

株主資本合計 38,052 38,687

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,089 1,480

為替換算調整勘定 △253 873

その他の包括利益累計額合計 836 2,353

新株予約権 － 27

少数株主持分 1,220 1,473

純資産合計 40,109 42,542

負債純資産合計 78,372 77,808
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 33,311 35,507

売上原価 27,087 28,672

売上総利益 6,224 6,835

販売費及び一般管理費
※ 5,452 ※ 5,700

営業利益 771 1,134

営業外収益

受取利息 4 4

受取配当金 59 62

不動産賃貸料 58 58

為替差益 － 197

操業補償金 50 －

その他 75 127

営業外収益合計 247 450

営業外費用

支払利息 144 127

持分法による投資損失 0 6

為替差損 29 －

操業休止関連費用 133 －

その他 21 27

営業外費用合計 329 160

経常利益 690 1,424

特別利益

固定資産売却益 0 1

特別利益合計 0 1

特別損失

固定資産除売却損 12 6

投資有価証券評価損 372 －

特別損失合計 384 6

税金等調整前四半期純利益 306 1,419

法人税、住民税及び事業税 201 243

法人税等調整額 △51 228

法人税等合計 149 472

少数株主損益調整前四半期純利益 156 946

少数株主利益 36 79

四半期純利益 119 867
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 156 946

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △130 390

為替換算調整勘定 228 1,277

持分法適用会社に対する持分相当額 △7 9

その他の包括利益合計 90 1,677

四半期包括利益 247 2,624

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 178 2,384

少数株主に係る四半期包括利益 68 239
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 306 1,419

減価償却費 1,650 1,423

のれん償却額 22 28

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10 11

賞与引当金の増減額（△は減少） 102 49

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19 △20

退職給付引当金の増減額（△は減少） △89 △165

投資有価証券評価損益（△は益） 372 －

固定資産除売却損益（△は益） 11 5

受取利息及び受取配当金 △64 △66

支払利息 144 127

持分法による投資損益（△は益） 0 6

売上債権の増減額（△は増加） 763 2,847

たな卸資産の増減額（△は増加） 122 1,155

仕入債務の増減額（△は減少） △497 △1,746

その他 532 △1,200

小計 3,368 3,874

利息及び配当金の受取額 65 65

利息の支払額 △154 △119

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 11 △332

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,291 3,487

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,542 △1,071

有形固定資産の売却による収入 126 78

投資有価証券の取得による支出 △12 △12

無形固定資産の取得による支出 △97 △1

関係会社出資金の払込による支出 △247 －

のれんの取得による支出 △30 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） △4 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,807 △1,023

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △943 △1,104

長期借入れによる収入 100 －

長期借入金の返済による支出 △392 △401

新株予約権の発行による収入 － 27

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △231 △231

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,467 △1,710

現金及び現金同等物に係る換算差額 28 327

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 45 1,081

現金及び現金同等物の期首残高 5,577 6,901

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 5,623 ※ 7,983
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間において、梧州荒川化学工業有限公司は、当社の連結子会社である広西梧州荒川化

学工業有限公司との吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

　原価差異の繰延処理

連続プラントにおいて、定期的な修繕が特定の四半期におこなわれるために発生する原価差異は、予定原価が

年間を基礎に設定されており、原価計算期間末までに解消が見込まれるため、当該原価差異を流動資産（その

他）として繰り延べております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

　　　※四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結

会計年度末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形 243百万円 ―

支払手形 417百万円 ―

設備関係支払手形 15百万円 ―

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

運送費 1,079百万円 1,167百万円

貸倒引当金繰入額 0百万円 12百万円

給与 999百万円 1,062百万円

賞与引当金繰入額 352百万円 334百万円

役員賞与引当金繰入額 18百万円 18百万円

退職給付費用 128百万円 67百万円

減価償却費 109百万円 95百万円

研究開発費 1,347百万円 1,386百万円

のれん償却額 22百万円 28百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金勘定 5,724百万円 8,075百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △101百万円 △92百万円

現金及び現金同等物 5,623百万円 7,983百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

　１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月20日
定時株主総会　

普通株式 231百万円 11円50銭 平成24年３月31日 平成24年６月21日 利益剰余金

　

　２　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月１日
取締役会

普通株式 231百万円 11円50銭 平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

　１　配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月19日
定時株主総会　

普通株式 231百万円 11円50銭 平成25年３月31日 平成25年６月20日 利益剰余金

　

　２　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月５日
取締役会

普通株式 241百万円 12円00銭 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
製紙薬品 化成品 電子材料 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 8,791 18,304 6,071 33,167 144 33,311

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ 39 － 39 12 51

計 8,791 18,343 6,071 33,206 156 33,363

セグメント利益又は損失(△) 425 125 △2 548 1 549

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険、不動産仲介等を含んでお

ります。

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 548

「その他」の区分の利益 1

全社費用の配賦差額(注)１ 298

営業外損益(注)２ △76

四半期連結損益計算書の営業利益 771

(注) １　全社費用の配賦差額は、主に報告セグメントに予定配賦した一般管理費の差額であります。

２　営業外損益は、主に報告セグメントに計上されている営業外損益項目であります。

　

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
製紙薬品 化成品 電子材料 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 9,649 19,567 6,144 35,361 145 35,507

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ 48 － 48 23 71

計 9,649 19,615 6,144 35,410 169 35,579

セグメント利益 521 580 20 1,122 4 1,126

(注)　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険、不動産仲介等を含んでお

ります。

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 1,122

「その他」の区分の利益 4

全社費用の配賦差額(注)１ 120

営業外損益(注)２ △112

四半期連結損益計算書の営業利益 1,134

(注) １　全社費用の配賦差額は、主に報告セグメントに予定配賦した一般管理費の差額であります。

２　営業外損益は、主に報告セグメントに計上されている営業外損益項目であります。

　

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

４　報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、事業セグメント区分方法を見直し、従来の「化成品」と「電子材料」に

所属する一部製品（機能性ファインケミカル製品等）の報告セグメントを変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したもの

を記載しております。

「製紙薬品事業」…… サイズ剤、紙力増強剤、塗工紙用薬品等

「化成品事業」　……
印刷インキ用樹脂、塗料用樹脂、粘着・接着剤用樹脂、合成ゴム重合用乳
化剤、超淡色ロジン、機能性ファインケミカル製品等

「電子材料事業」…… 光硬化型樹脂、電子材料用配合製品、精密部品洗浄剤および洗浄装置等
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 5.95 43.06

四半期純利益金額(百万円) 119 867

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 119 867

普通株式の期中平均株式数(株) 20,138,634 20,138,476

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

―
平成25年３月21日取締役会
決議の新株予約権
新株予約権の数 10,200個

(注)　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第84期（平成25年４月１日から平成26年３月31日まで）中間配当については、平成25年11月５日開催の

取締役会において、平成25年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を

行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額 241百万円

②　１株当たり配当金 12円00銭

③　支払い請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　原　　健　二　　印

　 　 　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　井　上　　正　彦　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月13日

荒川化学工業株式会社

取締役会　御中

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている荒

川化学工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成

25年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算

書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。
　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、荒川化学工業株式会社及び連結子会社の平

成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。
　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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